
令和 6 年度 

 
 
 

令和 6 年 10 月 1 日（火）午後７時 30 分～ 

                                                    オンライン会議 

 

≪次  第≫ 

１ 開会 

 

２ 議事 

(1) 各部会の報告 

(2) 在宅医療相談窓口の実績報告について 

(3) 歯科相談窓口の実績報告について 

(4) 在宅医療コーディネーター研修について 

(5) 介護予防・フレイル予防推進員事業実施方法の変更について 

 

 

【配付資料】 

資料１      ICT 部会報告資料 

資料２      口腔・嚥下障害部会報告資料 

資料３      服薬支援部会報告資料 

資料４      訪問看護ステーション部会報告資料 

資料５      リハビリテーション部会報告資料 

資料６      臨床倫理部会報告資料 

資料７      豊島区在宅医療相談窓口・多職種連携拠点実績報告書 

資料８      豊島区歯科相談窓口実績報告書 

資料９      豊島区在宅医療コーディネーター研修 

資料１０     介護予防・フレイル予防推進員事業実施方法の変更について（高齢者福祉課） 

 

参考資料１    在宅医療相談窓口相談事例 

参考資料２    歯科相談窓口相談事例 

 

 令和６年度第 1 回在宅医療連携推進会議 会議録（要旨） 

 

第２回豊島区在宅医療連携推進会議 



令和 6 年度第 2 回豊島区在宅医療連携推進会議 ICT 部会報告 

 

Ⅰ.報告事項 

（1）豊島区医師会多職種連携ネットワーク（表 1） 

（2）令和 6 年度東京都在宅医療推進強化事業（２４時間診療体制推進）について（図 1） 

   Iver（電話転送）、Symview(WEB 問診)、モバカルネット、インターネット FAX など 

 

Ⅱ.今年度計画 

(1)豊島区医師会多職種ネットワーク（としまるネット）の再周知 

(2)オンラインカンファレンス・オンライン診療の検討 

（3）多職種連携システム利用に伴うメリットの確認 

・保険請求の要件となる事項について 

（4）病診連携の推進 

（5）令和 6 年度東京都在宅医療推進強化事業（２４時間診療体制推進）について 

                                                 文責：水足一博 

 

表 1 豊島区における MCS 利用状況（月別統計） 
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令和 6 年度 

 

 

 

令和 6 年度 口腔・嚥下障害者への取り組み報告 

◎口腔機能向上・予防事業 
健口キャラバン（出前型口腔講座）の実施 
 
ミールラウンド 

山吹の里     
シオンとしま   

 
豊島区委託事業・短期集中型口腔ケアプログラム 

 
◎障害者福祉施設「茜の里」への訪問歯科診療、摂食嚥下機能評価を隔週（毎月第 1､3 木曜

日）で実施 
 
◎令和 6 年度「あぜりあ歯科」在宅歯科訪問診療実績 
令和 6 年 4 月～令和 6 年 8 月 
 実人数：165 件   
 
◎令和 6 年度高齢者介護施設歯科訪問診療実績 
令和 6 年 4 月～令和 6 年 8 月 
 実人数：1,203 件   
 
◎摂食嚥下機能訓練外来（毎月第 3 火曜日実施） 
 
出張摂食嚥下機能訓練外来（西部子ども家庭支援センター） 
令和 6 年 9 月 24 日 
保護者・職員向け講演会  
個別指導 4 組 4 人 
 
 

在宅医療連携推進会議 

口腔・嚥下障害部会 

資料２ 



令和 6 年度口腔・嚥下障害者への取り組み 
 
◎令和 6 年度より、管理栄養士を 1 名さらに 1 名「あぜりあ歯科診療所」で非常勤雇用契約

を結び、毎月の摂食嚥下機能訓練外来に参加してもらい、障害児への栄養指導に参画してもら

うことになった。併せて在宅療養者への訪問栄養指導も行ってもらっている。 
 
◎令和 6 年 9 月に「あぜりあ歯科診療所」が認定栄養ケアステーションとして登録された。 
 これを機に、在宅療養者への訪問栄養指導や区民からの栄養に関する要望に応えていく。 
 
◎栄養と口腔をテーマにした認知症カフェ「かむカム」の運営を開始 
 

 



 令和6 年度 第２ 回在宅医療連携推進会議 

 日 時： 令和 6  年 1 0  月  1  日 (火 )1 9 :3 0 ~ 2 1 :0 0  

 内容： 令和６ 年度 活動報告 

 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー  ーーーーーーーー 

 服薬支 援部会報告                     報告者： 小 林晃洋 

 【 目 的】  

 ケアマネージャ ーと 薬剤師の連携を推進し 、 ケアマネージャ ーが仕事をも っ と 取り 組みやすく な 

 るよう にすると 同時に、 薬剤師の職能を発揮できるステージをつく っ ていきます。  

 ・ 在宅医療の現場で薬剤師の職能が発揮し やすい環境づく り 、 また他職種と の連携強化 

 ・ 豊島区の多職種連携を進めていく ための最初の一 歩になる 

 <令和６ 年度 活動報告> 

 〇部会開催： 薬剤師と ケアマネージャ ー合同で、 コ アミ ーティ ングを開催し た 

 〇令和６ 年度の服薬支 援部会は、 全面 的にケアマネージャ ーと の連携をメ イ ンに活動し た 

 〇薬剤師の知識向上のために、 勉強会を実施  し た 

 <令和７ 年度 活動計画> 

 〇ケアマネージャ ーと 薬剤師の会を 継続的に実施する 

 → 次回以降は、 各々の仕事内容を共有する・ 症例をグループで検討 等 を行 う    

 〇薬剤師の在宅医療を 中心 と し た知識、 技術を底上げする勉強会を実施する 

 →他業種の方 にも 参加し ても ら えるよう な勉強会を 準備し ており ます。  

  ※今回（ 令和６ 年度） は薬剤師の方 々のみではあり ますが、 在宅医療についての知識向 

 上さ せるための勉強会を実施いたし まし た。  
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 資料（ 令和６ 年度 部会および勉強会 について）  

 ◎第４ 回コ アミ ーティ ング： 令和６ 年2月 2 0日     

 場所： 豊島区薬剤師会館 

 ・ 以前行 っ たアンケート の結果より 、 どのよう なニーズがあるのかを チェ ッ ク  

 ◎第５ 回コ アミ ーティ ング： 令和６ 年4月 1 6日     

 場所： 豊島区薬剤師会館 

 ・ ケアマネージャ ーと 薬剤師と の会を 開催する意志の確認 

 ◉ 第１ 回合同勉強会： 令和６ 年６ 月 2 7日     

 場所： 豊島区薬剤師会館・ オンラ イ ンZOOM でのハイ ブリ ッ ト 開催 

 ・ 「 薬剤師のお仕事について」 を薬剤師から 説明 

 ・ 「 ケアマネージャ ーのお仕事について」 をケアマネージャ ーから 説明 

 ・ お互いに疑問点を質問し 合う  

 ・ 勉強会が終わっ た後は、 名刺交換等、 交流を いたし まし た。  

 ▶  第１ 回合同勉強会を行 っ た後、 アンケート を 実施いたし まし た。  

 →アンケート の内容は別紙参照 











令和 6 年度第 2 回在宅医療連携推進会議 訪問看護ステーション部会報告 

 

部会開催 なし 

 

＜病院との意見交換会＞ 
日時：６月１８日（火）  
テーマ：「病院と在宅の違い」  
方法：症例検討をグループワークで行う 
 

 〇参加医療機関（19 名） 
都立大塚病院、 

国立国際医療研究センター病院、 

都立駒込病院、 

健康長寿医療センター、 

都立大久保病院 

    花と森の東京病院 

    要町病院 

  一心病院 

  関野病院 

 〇参加ステーション（14 ステーション 15 名） 

 〇医師（2 名） 

   
 〇アンケートは添付資料参照 
 
 
＜今年度の予定＞ 
〇部会開催 10 月～11 月頃 
〇体験研修 12 月募集  実施 1 月～3 月 
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豊島区訪問看護ステーションとの意見交換会       2024 年６月１８日 

アンケート回収枚数 29 枚  

1 職種 

① 看護師（病棟 1 名、 外来１名、退院支援 5 名、訪問看護師 10 名、その他 1 名） 

② 准看護師（０名） 

③ 社会福祉士（病棟 0 名、退院支援 7 名、その他 0 名） 

④ 精神保健福祉士（退院支援 1 名） 

⑤ その他 （理学療法士 1 名）（訪問看護経営者１名） 

⑥ 医師（１名） 

2 今回の意見交換会に参加した理由（似たような回答はまとめました） 

・顔の見える連携を図りたい 

・職場からの勧め、仕事上で必要だから 

・情報共有 

・病院側と在宅側、それぞれの問題点を共有しより良い連携を図るため 

・日頃の業務に生かすため 

・継続医療のため 

・体験研修後継続的に参加したい 

3 意見交換会はいかがでしたか 

時間配分：①満足 11 名 ②やや満足 21 名 ③どちらでもない 5名、④やや不満 ⑤不満 

内容   ①満足 11 名 ②やや満足 21 名 ③どちらでもない 5 名、④やや不満 ⑤不満 

4 3 の回答で満足な点、ご不満な点 

・事例があることで様々な意見を聞くことができた。グループワークの時間が短かった 

・病院、在宅の意見を聞くことでよいケアにつなげていける 

・病棟の立場で受け入れるとき，送り出すときに様々な問題があり今回のグループワーク 

 で意見を聞くことができた。 

・現場の訪問看護や他の病院との意見交換ができた大変有意義でした。 

・司会進行がスムーズでよかった。 

・各立場での実情を知ることができ、連携のための情報、工夫とは何かを知ることができた 

・率直な意見を聞くことができてよかった 

・病院の特徴や規模の違いがあるため、病院スタッフの苦悩も分かった。 

５ 今後、病院と訪問看護ステーションとの意見交換会の内容を希望しますか 

自施設紹介  

勉強会：  ①在宅訪問看護ではこんなこと知りたい 

      ②在宅看取り 

      ③訪問看護の実際 

      ④ACP 在宅支援者が病院に求めること 



  事例検討会：①在宅医療（独居の看取り） 

②ACP 本人の意思決定支援  

③実際の困難事例の振り返り 

④病院⇔在宅移行成功事例 

⑤身寄りのない方の意思決定支援・セルフネグレクト支援 

       

     

 6 感想・要望  

     ・様々な方の意見を聞くことができ学びになりました 

     ・貴重な意見交換ができありがとうございました 

     ・昨年も参加。今年は病院と訪問看護が近い席で話し合いができよかった 

     ・自己紹介の時の名前が聞き取りづらい 

     ・参加できてよかった。明日からの業務に活かしますとても、刺激になりました 

     ・本日の事例検討を病院医師、在宅医師、退院調整看護師、MSW、訪問看護で 

      意見交換がしたいです 病院⇔在宅途切れることのない連携ができるとよい 

     ・ケアマネとも連携ができるとよかった    

 ・継続医療は特に大切 

 ・グループワークで吉澤先生のお話は考えさせられる内容でした 

 



令和 6 年度第２回在宅医療連携推進会議  

リハビリテーション部会報告 

＜活動報告＞ 

 

    令和 6年度第 1回リハビリテーション部会開催 

      令和 6年 9月 18 日に実施 

      ・メンバー紹介 

      ・今年度の活動予定の確認 

 

 

     1.メンバー紹介 

      今年度から PT1 名と豊島区からオブザーバーの OT1 名が、新たに部会にご参加 

して下さる事になりました。 

 

          2. 体験研修について 

      今年度も実施予定です。 

      昨年度の募集期間が短かった事を踏まえて、今年度は 10 月から募集開始予定 

です。 

実施時期は例年通り 3月を予定していますが、感染症の状況を踏まえて判断 

します。 

 

3. 第 3 回事業所紹介について及びミニ講座について 

 今回は事業所紹介と同時に開催致します。 

 前半をミニ講座、後半を事業所紹介とします。 

令和 6年 11 月 1・6・20 日で検討中。 

ZOOM での開催。18 時 30 分～19 時 30 分開催予定です。 

対象は居宅のケアマネを始め多職種の方。 

ミニ講座では POS のそれぞれの特徴を知って頂く事で、連携が取り易くなる事 

を目的とします。 

体験研修及び事業所紹介の参加者と受け入れ施設又紹介希望の事業所を同時に 

募集予定で、チラシ及び MCS にて周知予定です。 

 

     4. 広報誌について 

      1 年の活動報告及び次年度に向けてのお知らせといった内容で、今後 3月末の 

年度末を目途に発行予定です。 
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令和 6 年度豊島区在宅医療連携推進会議臨床倫理部会報告 
 

１）第 1 回臨床倫理部会 2024 年 6 月 26 日 19 時 30 分から 豊島区医師会館にて 
1. 事務連絡 佐藤係長（地域保健課） 
豊島区在宅医療連携推進会議設置要綱  
2. 設立趣旨 村崎委員 
3. 部会長挨拶 久保委員 
4. 出席者自己紹介 山田委員、山内委員、吉澤委員、 
     南委員、黒須委員、山田医師（オブザーバー、豊島病院緩和ケア科）、佐藤係長 
5. 副部会長の選任 山内委員に選任 
6. 協議事項 
 
活動方針 

① 知識啓発：講演会、症例検討会の実施による啓発 
・介護・福祉に普及を図る（医療ではある程度の周知あり） 
・症例の蓄積 
・倫理問題の落とし所を勉強してゆく。職業倫理は職種により異なる。 
 ⇒議論のプロセスを記録に残すことが重要 
 

② 倫理問題の検討の場を作る：MCS を活用 
    問題提起シートを作成、利用する 
    MCS 上で意見交換を行う、会議の際は ZOOM を活用 

定期的に症例検討会を開催⇒部会メンバーがコンサルテーションメンバーとなる 
そのほか 

① 倫理コンサルテーションの経費（報酬）の捻出方法 
    症例を蓄積することで実績を積み重ねて行政に要望していく 

② 事例検討会の開催を企画する 

２）多職種連携全体会（臨床倫理部会共催）事例検討会実施 

令和６年 9 月 30 日（月）19:30 から豊島区医師会館にて開催した。 

（その準備会を令和 6 年 8 月 27 日（金）20:00 から開催した。） 
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 １．相談支援ケース 　
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

R6年度 24 20 11 22 10 87

R5年度 11 28 26 18 20 24 21 21 17 21 17 21 245

在宅療養支援 17 9 7 12 8 53

入院・入所支援 2 2 0 6 1 11

0 1 0 2 0 3

在宅退院支援 3 3 2 1 0 9

転院支援 1 3 1 2 0 7

1 3 1 1 1 7

3 1 2 2 2 10

6 5 3 7 1 22

1 0 0 2 0 3

3 3 1 4 0 11

1 2 1 1 0 5

3 3 1 3 0 10

4 4 0 1 4 13

1 0 3 0 2 6

1 1 0 2 0 4

1 1 0 0 1 3

95 53 65 89 47 349

1 0 1 1 2 5

1 3 1 2 2 9

4 1 1 3 1 10

4 1 1 1 0 7

9 1 1 2 3 16

4 1 8 3 2 18

118 60 78 101 57 0 0 0 0 0 0 0 414

資料7
令和６年度　豊島区在宅医療相談窓口・多職種連携拠点　実績報告書

令和6年10月1日
豊島区在宅医療相談窓口・多職種連携拠点

報告者：中辻康博

新規 ケース数

その他

相談内容

在宅療養相談

うち後方支援病床確保事業

退院相談

その他

依頼者

本人

家族

医師

医療ソーシャルワーカー

看護師

ケアマネジャー

地域包括支援センター

コミュニティーソーシャルワーカー

行政

業務方法

電話

訪問(外出)

館内

来所

郵便・ＦＡＸ

メール

ＳＮＳ（ＭＣＳなど）

合計(延べ数)

11

28
26

18
20

24

21 21

17

21

17

21

24

20

11

22

10

1
0

5

10

15

20

25

30

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

相談支援件数

R5年度 R6年度 入院・入所支援 在宅退院支援 転院支援 在宅療養支援



2.普及啓発・情報収集活動（訪問・来所機関）

2 8

7 3

12 5

5

1

7 12

3．会議・研修　等

会議・打合せ　

　豊島区在宅医療連携推進会議、豊島区包括医療職部会、ICT説明会(介護保険課・高齢者福祉課)

研修会・セミナー

学術集会・講演　等　

○第72回　日本医療ソーシャルワーカー協会全国大会・第44回日本医療社会事業学会(大分大会)

○第6回　日本在宅医療連合学会大会(千葉幕張)

その他

シンポジウム８

7/20・21

講演

　在宅医療コーディネーターセッション

　「豊島区における在宅医療相談窓口・多職種連携拠点の取り組み」(中辻)

テーマ 　在宅医療を紡ぐ

出席者 　会場：中辻・鈴木・加藤　/　WEB：猿渡

開催方法/会場 　幕張メッセ国際会議場　/　WEB

担当

4/1～ 令和6年度　東京都入退院時連携強化研修実行委員会 委員：中辻

5/20 江戸川区医師会　視察対応 中辻・猿渡

7
歯科・薬局

豊島区在宅医療相談窓口・多職種連携拠点　実績報告書　（令和6年4月～8月分）

病院
区内 居宅・包括

区外 介護関係事業所

診療所
区内 行政・社協

区外 他地域
（医師会・行政・窓口）

訪問看護 その他

＊4/２４ 診療報酬改定セミナー「在宅医療におけるICTを用いた連携」 猿渡・中辻

日にち 会議・研修名　/　内容(テーマなど) 参加者

WEB

6/4 豊島区医師会包括　地域ケア会議 中辻 4階講堂

開催方法/会場

＊4/15 東京DWAＴ活動報告会 中辻 研究社英語センタービル

*7/26 東京MSW協会　第3ブロック情報交換会 中辻 としま区民センター会議室

7/17 豊島区医師会・豊島病院　病診連携の会 中辻 4階講堂

7/19 豊島区　高次脳機能障害関係機関連絡会 加藤 身障センター会議室

6/13 としまテレビ「としま情報スクエア」 出演：猿渡

6/15・16

開催方法/会場

出席者

テーマ 　近未来型のMSWを追う　～新時代のエントランスに立って～

　J:COMホルトホール大分　/　WEB

　会場：中辻　/　WEB：猿渡・鈴木・加藤

区役所1階

開催方法/会場

WEB

5階会議室

日にち 会議・研修名　/　内容(テーマなど)

4階講堂

WEB8/29 日本医療総合研究所　ヒアリング対応 中辻

＊6/22 豊島区医師会　定時総会 中辻

【他地域（医師会・行政・医師会）】

・江戸川区医師会

・結城市在宅ケア相談センター

・北上氏在宅医療介護連携支援センター

・日南市地域包括支援センター

など



　4.豊島区地域医療介護ネットワーク構築事業

○包括圏域ごとの多職種連携の会

 5.在宅医療推進強化事業

○関連会議・打ち合わせ等

● レセプトソフト　クラウド版導入
● 在宅医療対応電子カルテ導入
● 事業用タブレット端末　準備・設定
● WEB問診システムの導入
● 自動音声応答システムの導入　　など

池袋ほんちょうの郷

巣鴨ホームクリニック

WEB(4階講堂)

開催方法/会場

多職種連携　全体会

打ち合わせ

コアミーティング

7/16 西部

6/13 東部

5/27 西部

全域

8/6 いけよん

7/1 いけよん

5/30 中央

総会振り返り、盆踊り・商人まつりコアミーティング 池袋ほんちょうの郷

今年度の活動について

6/5 医師会 今年度のテーマ決め

6/26 中央 今年度の活動についてコアミーティング

日にち

4/23

9/12多職種連携の会についてWEBコアミーティング

8/23 菊かおる 今年度の計画についてWEB打ち合わせ

8/29 西部

盆踊り振り返り、商人まつりについて池袋ほんちょうの郷コアミーティング

多職種連携の会(9/12)の役割決めコアミーティング

7/2 医師会 ACP勉強会コアミーティング WEB

緩和ケアについて(看護師会講演会共催)多職種連携　全体会

WEB

WEB(4階講堂)

WEB

区民向けイベントについて東池袋桑の実園地域交流スペースコアミーティング

8/5 医師会 今年度の計画についてコアミーティング

8/6 中央

今年度の活動について

東池袋桑の実園地域交流スペース

池袋第2区民集会室

歯科医師会館3階　会議室

WEB

社協3階　会議室

多職種連携の会

コアミーティング

コアミーティング

コアミーティング

今年度の計画について

医師会 今年度のテーマについて

5/7 いけよん 総会・議案書・決算について

運営協議会の体制について

4/23 東部 今年度の活動内容について歯科医師会館3階　会議室

WEB

池袋ほんちょうの郷

コアミーティング

コアミーティング

コアミーティング

コアミーティング

コアミーティング

WACCA池袋

WEB

豊島区在宅医療相談窓口・多職種連携拠点　実績報告書　（令和6年４月～８月分）

会議・研修名 会場/開催方法

 説明会(医師会・看護師会・システム会社) 4回講堂/WEB

4/3 いけよん 総会・チラシについて

4/5 東部

日にち 圏域 内容(テーマなど)

オーラルフレイルについて

6/25 いけよん いけよんプロジェクト総会

4/15 全域

4/30 中央 今年度の活動内容について

5/7

7/30

６階会議室/WEB

 医師会・看護師会・システム会社　打ち合わせ ６階会議室/WEB

6/26

7/10

 医師会・看護師会・システム会社　打ち合わせ 5階会議室/WEB

 医師会・看護師会・システム会社　打ち合わせ ６階会議室/WEB

5/8

5/22

 医師会・看護師会・システム会社　打ち合わせ ６階会議室/WEB

 地区医師会担当理事連絡会 ６階会議室/WEB5/29

5/29

 ロールプレイ(医師会・看護師会・システム会社) 4階講堂

 医師会・看護師会・システム会社　打ち合わせ ６階会議室/WEB

6/3

6/12

 医師会・看護師会・システム会社　打ち合わせ

 予行演習(医師会・看護師会・システム会社) 5階会議室/WEB

 医師会・看護師会・システム会社　打ち合わせ 6階会議室/WEB

7/23

7/24

 医師会・看護師会・システム会社　打ち合わせ 6階会議室/WEB

 医師会・看護師会・システム会社　打ち合わせ 6階会議室/WEB

 ロールプレイ(医師会・看護師会・システム会社) WEB

7/31

8/20

8/28



2024年度　豊島区歯科相談窓口　実績報告書
(2024年4月～2024年8月)

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計
相談件数 新規ケース 22 16 30 22 18 108

電話 20 17 30 20 19 106
メール 0 0 0 0 0 0
FAX 0 0 1 0 0 0
来所 2 1 2 4 0 9

その他 0 0 0 0 0 0
本人 4 5 8 6 4 27
家族 6 7 12 8 5 38

医療機関 1 2 4 1 1 9
訪問看護ST 0 0 0 1 0 1

居宅介護支援事業所 11 3 8 7 8 37
高齢者総合相談センター 0 0 0 0 0 0

行政機関 0 1 0 0 0 1
こども家庭支援センター 0 0 0 0 0 0

その他 0 0 1 1 1 3
医療機関 3 6 9 5 2 25

訪問看護ST 0 0 0 2 0 2
居宅介護支援事業所 11 2 8 6 9 36

高齢者総合相談センター 1 0 0 0 0 1
行政機関 1 1 4 6 3 15

在宅医療相談窓口 0 1 1 0 0 0
こども家庭支援センター 0 1 1 0 0 2

パンフレット 0 1 1 0 1 0
ホームページ 0 0 2 0 1 3

その他 0 6 7 5 3 21
在宅歯科 14 11 16 15 16 72

障害者歯科 6 6 13 4 3 32
連携 0 0 0 0 0 0

情報提供 2 1 4 5 0 12
その他 0 0 0 0 0 0
電話 30 47 81 78 87 323

メール 0 0 0 0 0 0
FAX 4 14 27 33 33 111
来所 2 1 2 4 0 9

その他 0 0 0 0 0 0
あぜりあ歯科診療所 17 10 16 8 6 57
病院（歯科口腔外科） 0 0 0 0 0 0

病院（医科） 0 0 0 0 0 0
診療所（歯科） 2 0 1 4 1 8
診療所（医科） 0 0 0 0 0 0
訪問看護ST 0 0 0 0 0 0

居宅介護支援事業所 0 0 13 11 13 37
高齢者総合相談センター 0 0 0 0 0 0

行政機関 0 0 0 0 0 0
その他（情報提供等） 4 2 4 6 3 19

コーディネート数 ケース数 12 8 18 18 17 73

普及啓発および情報収集（件数） 0 0 0 0 0 0
　　新聞掲載、広報としま掲載、各団体にパンフレット配布他

会議 7 6 2 2 4 21
研修 0 1 0 0 1 2

講演会 1 0 0 2 1 4
その他 0 1 1 1 1 4
合計 8 8 3 5 7 31

資料８

会議・研修等

受付方法

依頼者

依頼経路

相談内容

相談対応方法

転帰・調整先



 
 

 時間 内容 講師・アドバイザー 

9 月 26 日(木) 13 時 00 分 

～16 時 00 分 

がん、非がん患者の在宅療養支援の実際、 

アセスメントや心理支援について病の軌跡

をたどりながら学ぶ 

日本医療コーディネーター協会 

水木 麻衣子 氏 

要訪問看護ステーション 

豊島区看護師会 理事 

鈴木 悦子 氏 

10 月 24 日(木) 

 

14 時 00 分 

～17 時 00 分 

在宅医療ケアでよく見る疾患、症状の解説 

在宅医療における医師の役割 

町のクリニック目白  

豊島区医師会 理事  

重島 祐介 氏 

11 月 22 日(金) 13 時 00 分 

～16 時 00 分 

在宅医療ケアの場で行われる意思決定支援

を症例検討の形で学ぶ 

日本医療コーディネーター協会 

水木 麻衣子 氏 

12 月 20 日(金) 

 

13 時 00 分 

 ～16 時 00 分 

地域における病院の役割と機能、病院内外

の連携等の実際、病院内の退院支援や医療

機関との情報連携について学ぶ 

東京都立大塚病院 

磯部 祥子 氏 

1 月 30 日(木) 

 

13 時 00 分 

～16 時 00 分 

薬の基礎的知識と薬剤師の役割について 

 

歯科医師の役割と口腔ケアと嚥下について 

タサキ薬局 

豊島区薬剤師会 常務理事 

田崎 崇 氏 

高田歯科医院 

豊島区歯科医師会 会長  

高田 靖 氏 

◆ 対象者  豊島区内の各事業所の医療・介護関係者の方 

※主にケアマネジャーさんを対象としていますが、その他の職種の方も是非ご応募ください。 

◆ 募集人数 ２５名程度        ◆ 受講料  無料 

◆ お申込み 受講申込書にご記入の上、FAX またはメールでご応募下さい。 

◆ 募集期限 令和 6 年 9 月 13 日（金） ※締め切り後も空きがあれば申込み可 

◆ 事務局  豊島区健康部地域保健課 がん対策・健康計画グループ 

      ＴＥＬ：０３－３９８７－４２４３ ＦＡＸ：０３－３９８７－４１１０ 

主催：豊島区 健康部 地域保健課 

構成：水木 麻衣子氏（一般社団法人日本医療コーディネーター協会理事） 

事例を通して在宅医療連携について

学ぶことができます。 

詳しくは研修プログラムをご覧下さい！ 

■ 会場：池袋保健所１階講堂（豊島区東池袋 4-42-16） 

 

資料９ 



令 和 ６ 年 １ ０ 月 １ 日  
第２回在宅医療連携推進会議 
福 祉 部 高 齢 者 福 祉 課  

 

介護予防・フレイル予防推進員事業実施方法の変更について 

 
１．経緯、目的 

住民主体の地域づくりにつながる介護予防を推進するため平成 30 年度より、リハビリテーション

専門職を介護予防・フレイル予防推進員として配置している。 

これまで、会計年度任用職員を雇用し実施していたが、より一層、医療機関、区内のリハビリテー

ション職との連携を図り、ノウハウの共有、区民への質の高い介護予防活動の提供を図るため、 

区内医療機関に一部事業を委託し、実施することとなった。 

 

２．実施事業 

○介護予防・フレイル予防推進員配置事業（都 10/10 補助事業） 

通いの場等の介護予防活動の拡大や、フレイル予防の視点での機能強化を促進する職員を配置 

▶65 歳人口 1 万人以上の場合 2 人まで配置 ▶医療法人等への委託可 

 
 
 委託医療機関 

  社会医療法人社団大成会 長汐病院 

   （東京都地域リハビリテーション支援センター協力施設） 

・令和６年９月より委託開始 

・理学療法士１名（病院業務と兼務） 

 

【参考】 

・本事業を委託で実施している先行自治体…渋谷区、多摩市 

資料１０ 


